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2010
平成22年

第1053号11.15
毎月1日・15日発行

毎月15日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。

人口と世帯
（平成22年11月1日現在）

 人口 84,543人 101人増

 男 42,828人 38人増

 女 41,715人 63人増

 世帯数 35,730世帯 23世帯増
※ 世帯数及び人口は、住民基本台帳と
外国人登録によるものです。

主
な
記
事

事業仕分け結果における市の方針について ２面
生ごみ処理容器の購入助成制度 ３面
産業まつり農産物品評会受賞者 ４面
入会しませんか？　みどりクラブ ５面
シャッター ６面
はつらつワーク稲城 ７面
胃がん検診 ８面

▲島　啓子さん

▲左から　小山　修さん、原田和哉さん、田中甚太郎さん
▲左から　稲城市リサイクルショップ運営委員会、
　山本　脩さん、山崎雅文さん、吉岡玲子さん

▲左から　（株）よみうりランド、東京稲城ライオンズ
　クラブ、（株）リープ、横山孝光さん
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市
で
は
、
市
政
に
功
労
の
あ
っ
た
方
を
毎
年
11
月
１
日
の
市
制
施
行

記
念
日
に
表
彰
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
自
治
功
労
表
彰
と
し
て
市
政

の
振
興
に
功
労
の
あ
っ
た
方
１
人
、
一
般
表
彰
と
し
て
環
境
保
全
の
促

進
、
地
域
活
動
の
向
上
、
体
育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
方
な
ど
９
人
と

４
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
受
章
者
一
人
ひ
と
り
に
市
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
務
係

　

長
く
公
務
に
従
事
し
、
市
政
の
振
興
に
功
労
の
あ
っ
た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

　

島　

啓
子
（
百
村
）

　
　

元
体
育
指
導
委
員

　

環
境
保
全
、
地
域
活
動
、
体
育
、
奉
仕
活
動
な
ど
に
尽
く
さ
れ
た

方
と
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
で
す
。（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

稲
城
市
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
運
営
委
員
会

　
　

循
環
型
社
会
の
推
進
に
努
め
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
。

　

山
本　

脩
（
大
丸
）

　
　

都
営
稲
城
ア
パ
ー
ト
自
治
会
長

　

山
崎　

雅
文
（
矢
野
口
）

　
　

軟
式
野
球
連
盟
役
員

　

吉
岡　

玲
子
（
大
丸
）

　
　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
役
員

　

小
山　

修
（
矢
野
口
）

　
　

サ
ッ
カ
ー
連
盟
役
員

　

原
田　

和
哉
（
矢
野
口
）

　
　

サ
ッ
カ
ー
連
盟
役
員

平成22年度平成22年度
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自
治
功
労
表
彰

一

般

表

彰

環

境

保

全

功

労

地

域

活

動

功

労

社

会

体

育

功

労
　

平
成
22
年
第
４
回
稲
城
市
議
会

定
例
会
が
、
11
月
26
日（
金
）か
ら

開
か
れ
る
予
定
で
す
。

　

議
会
の
傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、

当
日
、
議
会
事
務
局
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
請
願
・
陳
情
は
、11
月
18
日（
木
）

午
後
５
時
ま
で
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

市
議
会
本
会
議
の
様
子
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
稲
城
市

議
会
」
か
ら
平
成
22
年
第
４
回
定

例
会
本
会
議
の
様
子
を
11
月
26
日

（
金
）か
ら
生
中
継
ま
た
は
録
画
で

ご
覧
い
た
だ
け
る
予
定
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ 

議
会
事
務
局
議

事
係

　

冨
永　

重
芳
（
静
岡
県
）

　
　

金
員
の
寄
附

　

冨
永　

壽
（
坂
浜
）

　
　

金
員
の
寄
附

　

田
中　

甚
太
郎
（
東
長
沼
）

　
　

金
員
の
寄
附

　
（
株
）よ
み
う
り
ラ
ン
ド

　
　

金
員
の
寄
附

　

東
京
稲
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　

電
波
時
計
の
寄
附

　
（
株
）リ
ー
プ

　
　

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
寄
附

　

横
山　

孝
光
（
坂
浜
）

　
　

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
運
動
指
導

徳

　

行

  

傍
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せ
ん
か
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11
月
26
日
か
ら
開
催
予
定
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市
内
に
お
住
ま
い
の
次
の
方
々

が
、
秋
の
叙
勲
な
ど
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▽
秋
の
叙
勲

旭き
ょ
く

日じ
つ

小し
ょ
う

綬じ
ゅ

章し
ょ
う

○
森
本　

喜
三
郎
氏 

（
元
稲
城
市
議
・
東
長
沼
在
住
） 

身
近
な
こ
と
か
ら

身
近
な
こ
と
か
ら

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

叙
勲
受
章

叙
勲
受
章

さ
れ
た
皆
様

さ
れ
た
皆
様

人
権
週
間

人
権
週
間

平
成
22
年
度
人
権
週
間
行
事

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

と
映
画
の
集
い

▽
期
日 

12
月
７
日（
火
）

▽
時
間 

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

５
分

▽
会
場 

調
布
市
グ
リ
ー
ン
ホ
ー

ル
大
ホ
ー
ル
（
京
王
線
「
調
布
駅
」

下
車
、
南
口
徒
歩
１
分
）

※
当
日
、
会
場
で
先
着
順
に
受
け

付
け
ま
す
。

▽
内
容 
○
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー

ト
＝
「
音
楽
と
人
権
―
子
育
て
推

進
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ

参
加
者
募
集

稲
城
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

稲
城
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

市
民
ふ
れ
あ
い

市
民
ふ
れ
あ
い

歩
こ
う
会

歩
こ
う
会

　7月24日（土）に実施しました稲城市事業仕分け　7月24日（土）に実施しました稲城市事業仕分け
の結果における市の方針を報告します。今後これの結果における市の方針を報告します。今後これ
らの方針をもとに事業を進めてまいります。らの方針をもとに事業を進めてまいります。

▽▽問い合わせ　企画部政策室問い合わせ　企画部政策室
事業仕分け結果における市の方針事業仕分け結果における市の方針

　

稲
城
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
で

は
、
毎
年
恒
例
の
市
民
ふ
れ
あ
い

歩
こ
う
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
期
日 
11
月
23
日（
火
・
祝
）

※
小
雨
決
行
（
雨
天
の
場
合
は
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

▽
集
合
時
間
・
場
所　

午
前
９
時

30
分
・
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
入
口
前

駐
車
場

※
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
障
害
の
あ
る
方
な
ど
は
事
前
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
コ
ー
ス
（
予
定
時
間
）　

地
域

振
興
プ
ラ
ザ（
午
前
10
時
）↓
よ
み

う
り
ラ
ン
ド
駅
↓
よ
み
う
り
Ｖ
ロ

ー
ド
↓
川
崎
市
農
業
技
術
支
援
セ

ン
タ
ー（
旧
フ
ル
ー
ツ
ー
パ
ー
ク
）

で
昼
食
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
↓

穴
澤
天
神
社
↓
三
沢
川
遊
歩
道
↓

地
域
振
興
プ
ラ
ザ（
午
後
２
時
頃
）

※
途
中
解
散
も
可

▽
服
装 

歩
き
や
す
い
服
・
靴

▽
持
ち
物 

昼
食
、
飲
み
物
、
敷

物
、
雨
具
な
ど

▽
費
用 

無
料

▽
問
い
合
わ
せ 

稲
城
市
民
憲
章

推
進
協
議
会
事
務
局
（
協
働
推
進

課
協
働
推
進
係
）　

☎
378
・
２
１

１
２

事業名 仕分け結果 仕分けでの指摘事項 市の方針 市 の 方 針 概 要
公民館事業（公民館主催事
業、自主的学習グループ援
助事業、視聴覚事業）

市が実施（民間拡
大・協働推進）

市としての生涯学習のビジョンを設定して、その
実現の手段とした事業を行う必要がある。事業目
的と事業主体を見直す必要がある。

第四次行政改革の
項目として見直し

市民の自主活動の活発化を図るための貸館機能を重視した施設
運営と、目的や対象者を整理し、公民館として行うテーマに絞
り事業を検討します。

文化センター管理運営費 市が実施（民間拡
大・協働推進）

利用者を含めた民間拡大や市民との協働化を推進
する必要がある。

第四次行政改革の
項目として見直し

建物の維持管理及び施設運営について、指定管理の導入を含め、
一体的に見直しを検討します。

図書館運営事業（中央図書
館、iプラザ図書館を除く） 市が実施（要改善）

中央図書館・iプラザ図書館・分館の役割について
方針を明確にし、市民サービスの公平性をまず確
保する必要がある。

第四次行政改革の
項目として見直し

図書館協議会にて、予算枠を設けて分館のあり方について検討
します。

学校給食共同調理場（管理
運営費、調理運営費） 市が実施（要改善）調理員人件費や民間委託を含めた中で事業執行体制を見直す必要がある。

第四次行政改革の
項目として見直し 調理場の増改築や、運営方法を検討します。

中央大会派遣経費 廃止 委託という形態で行う必要性が見当たらない。一
旦廃止して、事業を見直す必要がある。

第四次行政改革の
項目として見直し 事業実施の方法について平成23年度に見直しを行います。

市立公園内体育施設指定管
理料 廃止 指定管理者の選定方法、指定管理等の内容を見直

す必要がある。
第四次行政改革の
項目として見直し

公園内体育施設指定管理については、早期に競争入札の手続き
等を検討して、指定管理者を選定します。

（財）いなぎグリーンウェル
ネス財団事業

市が実施（民間拡
大・協働推進）

財団の位置づけ、事業の内容を見直す必要がある。
制度運用の見直しを行う必要がある。

第四次行政改革の
項目として見直し

公園指定管理については、早期に競争入札の手続き等を検討し
て、指定管理者を選定します。

ねたきり高齢者等おむつ支
給事業補助金 市が実施（要改善）事業の契約方法の見直しを検討する必要がある。 その他（契約方法

見直しの指導）
契約に際して、特定の事業者との随意契約は行わないよう指導
を行い、事業の改善を図ります。

高齢者理美容券及び入浴券
助成 市が実施（要改善）市民の意見や事業の詳細データを把握して事業を実施する必要がある。

その他（市内の状
況把握を実施）

市内の状況の把握に努めるとともに、市民アンケートなどの機
会を活用し、市民の意見を聴取し、事業の改善を図ります。

精神障害者共同作業所通所
訓練事業運営費等補助金

市が実施（現行の
市の方針どおり）

現状の制度の中で考えると、市の方針が最良であ
る。

第四次行政改革の
項目として見直し

仕分けで提示した平成24年3月末という期限にこだわらず、
できる限り早期の自立支援法内移行を進めます。

学童クラブ運営事業（育成
料設定基準を含む）

市が実施（民間拡
大・協働推進）

公設公営である必要はない、民間委託も検討する
必要がある。総合的な子育て行政の運営を検討す
る必要がある。

第四次行政改革の
項目として見直し

民営化（民設民営）及び公設民営による民間活力の導入を検討
します。また、景気の動向や、国や都の施策の動向を見極めな
がら、子育て施策を市全体として検討します。

保育所運営費（保育料設定
基準を含む）

市が実施（民間拡
大・協働推進）

今後も民間への移行を計画的に進める必要があ
る。総合的な子育て行政の運営を検討する必要が
ある。

第四次行政改革の
項目として見直し

稲城市保健福祉総合計画に基づき、民営化を進めます。また、
景気の動向や、国や都の施策の動向を見極めながら、子育て施
策を市全体として検討します。

認証保育所・認定こども園
利用者利用料補助 市が実施（要改善）

市外の認証保育所などに通う市民も考慮しなが
ら、総合的な子育て行政の運営を検討する必要が
ある。

第四次行政改革の
項目として見直し

 保育料の見直しに合わせて、認証保育所・認定こども園利用
者利用料補助の引き上げについて検討します。

私立幼稚園等園児保護者負
担軽減補助金 廃止

就園奨励費と重複しており、また、保護者負担軽
減補助金と幼稚園教育振興とのつながりがあると
は思えない。総合的な子育て行政の運営を検討す
る必要がある。

その他（当面は現
行通り、今後見直
しの必要あり）

市が東京都の補助を導入して保護者の負担を軽減し、幼児教育
を振興する本事業の仕組みは、認可保育所等との財政負担の比
較等において極めて効率的かつ有効なものであることから、事
業については継続しますが、国の施策の動向を見極めながら検
討する必要があります。

職員研修費 市が実施（要改善）職員に更なるコスト意識を持たせ、より効果があがるように研修を行っていく必要がある。
第四次行政改革の
項目として見直し

研修においてコストの意識をさらに啓発し、研修計画を見直し
ます。なお、公務員として基本的事項を確認するとともに、仕
事に対する意欲の高揚に繋げます。

医療費未納者に対する徴収
事務 市が実施（要改善）市役所他課との連携などを考えていく必要がある。

第四次行政改革の
項目として見直し

市役所他課との連携や債務者に関する情報共有について検討し
ます。また、同時に徴収事務の民間委託についても検討します。

災害対策備蓄資機材事業 市が実施（要改善）単独消防のメリットを活かした見直しが必要である。
第四次行政改革の
項目として見直し

「稲城市地域防災計画」の備蓄量等を改正する旨の提案を防災
会議にて検討します。

就労支援事業 廃止 市内の情報を把握されたうえ、この事業の必要性
や効果を今一度考え直す必要がある。

平成23年度予算
で見直し（廃止） 

就労支援事業は、平成22年度で廃止します。なお、事業とし
て必要のあるものは、別途、効率化を図り、実施します。

消費者ルーム運営事業 市が実施（要改善）市独自で行う必要性をよく確認し、独自性をよく出していく必要がある。
平成23年度予算
で見直し

試行的な土・日曜日の相談受付の実施、高齢者向け出前講座等
の実施、また悪質商法に関する相談や情報提供など、きめ細や
かな対応に向け検討します。

リサイクルショップ事業 廃止 市の環境計画をしっかりと持ち、方針を明確にし
て事業の再構築・再出発をする必要がある。

第四次行政改革の
項目として見直し

リサイクルショップ事業は、平成22年度で廃止します。今後
は、新たな同施設の利用方法・位置づけについて第二次環境基
本計画の中で検討します。

資源集団回収補助金 市が実施（民間拡
大・協働推進）

コストの算出を精査したうえで、事業を拡大して
くことが望まれる。

第四次行政改革の
項目として見直し

制度PRや団体支援を着実に継続していくことで、実施団体数
を増やし、事業の拡大を図ります。また、他市での状況を分析
し、必要な場合は見直しを行います。

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
基
本
的

人
権
の
自
由
を
守
る
た
め
に
、
世

界
の
す
べ
て
の
人
々
が
達
成
す
べ

き
共
通
の
目
標
と
し
て
、
昭
和
23

年
の
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
採
択
日
の
12

月
10
日
（
人
権
デ
ー
）
ま
で
の
１

週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、

人
権
思
想
の
普
及
や
高
揚
に
向
け

瑞ず
い

宝ほ
う

小し
ょ
う

綬じ
ゅ

章し
ょ
う

○
和
田　

忠
則
氏 

（
元
博
多
郵
便
局
長・若
葉
台
在
住
）

瑞ず
い

宝ほ
う

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
う

○
刈
米　

純
一
氏

（
元
京
王
電
鉄
高
幡
不
動
乗
務
区

長
・
向
陽
台
在
住
）

▽
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞ず
い

宝ほ
う

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
う

○
川
村　

雄
逸
氏

（
警
察
功
労
・
向
陽
台
在
住
） 

人権相談

相談名 相談日 時間 相談内容・電話番号 問い合わせ

夜間人権
ホットラ
イン

12月6日（月）午後５時～８時

弁護士による電話法
律相談
（１人10分程度）
☎03－5824－0841、
☎03－5824－0842

財団法人東京都人
権啓発センター
☎03－3871－0212

常設人権
相談所

月～金曜日
※祝日、年末
年始を除く。

午前８時
30分～午
後５時15
分

法務局職員、人権擁
護委員による面談ま
たは電話相談
☎042－670－6240

東京法務局八王子
支局（八王子市南
大沢２－27フレス
コ南大沢11階）
☎042－670－6240

人権・身
の上相談

毎月第１・第
３金曜日
※広報いなぎ
最終面カレン
ダー参照

午後１時
30分～４
時30分

人権擁護委員による
面談（会場は市役所）
※相談日前日までに
電話（☎378－2286）
で予約してくださ
い。

市役所経済課消費
生活係

て
」
新
藤　

昌
子
氏
（
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
）

○
映
画
「
阿
弥
陀
堂
だ
よ
り
」（
字

幕
付
き
）
の
上
映

▽
費
用 

無
料

※
託
児
室
（
年
齢
１
歳
〜
未
就
学

児
、
要
予
約
）、
手
話
通
訳
、
要

約
筆
記
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ 

東
京
都
総
務
局

人
権
部　

☎
03
・
５
３
８
８
・
２

５
８
８　

03
・
５
３
８
８
・
１

２
６
６
、
東
京
法
務
局
人
権
擁
護

部　

☎
03
・
５
２
１
３
・
１
３
６
５

た
行
事
を
行
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ 

総
務
課
総
務
係



22・11・15（3） 代表電話は378－2111

生ごみ処理容器・処理機

対象品名 設置
場所 使用方法・特長 購入場所 助成額

コンポスター
畑
、
庭
な
ど

容器を10㎝程度地中に
埋め込んで固定し、枯葉
や腐葉土と一緒に生ごみ
を入れる。微生物で分解
され、一杯になったら容
器を移設し、生ごみを完
熟させ堆肥として使う。

ＪＡ東京みな
み稲城支店

3,000円
（定価6,600円～）
※ 型により価格が異
なるので、詳しく
は問い合わせてく
ださい。

くうたくん 室
内
、
ベ
ラ
ン
ダ

な
ど 消化酵素と竹チップを配

合した基材を使い、１日
２～３回程度よくかき回
す。酵素の力で分解され
生ごみが消滅する。

稲城市リサイ
クルショップ

3,000円
（定価6,000円）

電動生ごみ
処理機（メーカ
ー、販売店は問
いません）

室
内
、
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど

代表的なものはバイオ式
と乾燥式です。
バイオ式　微生物菌が入
った発酵資材の中に生ご
みを入れ、発酵が促進さ
れるよう内部で羽根を回
転させ、かくはんする。
乾燥式　電気ヒーターの
温風で生ごみの水分をか
くはんさせながら乾燥さ
せる。発酵資材は不要。

家電販売店な
ど

購入額の1／２
※上限10,000円

（価格はメーカー、
型により様々です。
詳しくは販売店に問
い合わせてくださ
い）

平成22年度燃えるごみ組成分析（前期）

・金属類　0.19％
・ゴム、皮革　0.10％
・その他　0.91％繊維類　3.55％

木類　9.56％

プラスチック類
16.82％
プラスチック類
16.82％

紙類　27.46％
・包装容器　・新聞　・チラシ
・紙おむつ　・雑紙など

紙類　27.46％
・包装容器　・新聞　・チラシ
・紙おむつ　・雑紙など

生ごみ
41.41％

燃えるごみ
組成分析
（前期）

平成22年度燃えないごみ組成分析（前期）

ゴム、皮革
10.79％
ゴム、皮革
10.79％

プラス
チック類
48.20％金属類

11.35％

ガラス類
13.85％

陶器類
6.87％

燃えないごみ
組成分析
（前期）

・繊維類　1.30％
・生ごみ　1.14％
・木類　1.03％
・その他　1.47％

蛍光灯など
1.85％

紙類　2.15％

▲リサイクルマーク

▲エコかるた

生ごみ処理容器の生ごみ処理容器の
購入助成制度をご利用ください購入助成制度をご利用ください

大
き
さ

50
〜
60
㎝
四
方

大
き
さ

30
〜
40
㎝
四
方

大
き
さ
は
様
々

　毎日の生ごみは生ごみ処理機を
使って捨てれば、嫌な臭いも気に
ならずにごみの量を減らすことが
でき、またごみ袋を買うお金の節
約にもなりとても経済的です！
　使い方も簡単で、電動型のもの
だと水気を切った生ごみを投入す
るだけで、後は自動的に処理容器
が生ごみを減らしてくれるので、
手間もかかりません。更に、家庭
菜園をされる方には生ごみを堆

た い

肥
ひ

化させるタイプの処理容器もあり
ます。

　市では、これらの生ごみ処理容
器の購入費の一部を助成していま
す。ぜひ、市の助成金を利用して
生ごみ処理容器を購入し、ごみ減
量活動にご協力をお願いします！！
※購入する前に環境課へ生ごみ処
理容器購入申請書の提出が必要で
す。購入申請書は環境課、平尾・
若葉台出張所で配布しています。
電動生ごみ処理機の場合は、市ホ
ームページからも入手できます。

▽申し込み・問い合わせ　環境課
ごみ・リサイクル係

禁止されています

小型焼却炉の小型焼却炉の
使用や野焼き使用や野焼き

生
ご
み
の
水
切
り

生
ご
み
の
水
切
り

とと
紙
類
の
分
別

紙
類
の
分
別
で
、
で
、

ご
み
を
減
ら
し
ま

ご
み
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
！

し
ょ
う
！

実践しましょう

ウォームビズウォームビズ

「
エ
コ
か
る
た
」

「
エ
コ
か
る
た
」で

楽
し
く
環
境
学
習

楽
し
く
環
境
学
習

し
て
み
ま
せ
ん
か

し
て
み
ま
せ
ん
か

　

平
成
13
年
４
月
１
日
か
ら
、
焼

却
で
発
生
す
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

に
よ
る
大
気
や
土
壌
の
汚
染
を
防

ぐ
た
め
、
小
型
焼
却
炉
（
ド
ラ
ム

缶
な
ど
を
含
む
）
や
素
掘
り
の
穴

な
ど
を
利
用
し
た
廃
棄
物
の
焼
却

行
為
は
、
東
京
都
条
例
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

※
農
地
で
の
病
害
虫
駆
除
・
土
壌

改
良
の
た
め
の
焼
却
や
、
神
事
な

ど
の
伝
統
行
事
な
ど
は
除
外
さ
れ

ま
す
が
、
近
隣
の
状
況
に
配
慮
が

必
要
で
す
。

生ごみ処理容器の
購入助成制度をご利用ください

▽
問
い
合
わ
せ 

環
境
課
環
境
保

全
係

　

市
で
は
、
８
月
に
家
庭
ご
み
の

組
成
分
析
調
査（
サ
ン
プ
ル
調
査
）

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
燃
え
る
ご
み
に
占

め
る
割
合
が
特
に
多
い
も
の
は
、

①
生
ご
み（
約
41
％
）②
紙
類（
約

27
％
）
で
し
た
（
左
図
参
照
）。

　

生
ご
み
は
、
そ
の
う
ち
の
約
７

割
を
水
分
が
占
め
て
い
ま
す
。
台

所
で
「
ぎ
ゅ
っ
」
と
水
を
し
ぼ
る

と
生
ご
み
の
重
量
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
紙
類
の
中
に
は
３
分
の

１
以
上
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
古
紙
が
混
ざ
っ
て

い
ま
し
た
。
分
別
し
て
、
古
紙
回

収
の
日
に
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

稲
城
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員

の
皆
さ
ん
に
よ
る
体
験
モ
ニ
タ
ー

で
は
、
家
庭
で
の
「
生
ご
み
の
水

切
り
」「
紙
ご
み
の
適
正
分
別
」

の
実
践
だ
け
で
、
お
よ
そ
10
％
ご

み
を
減
量
で
き
る
と
い
う
結
果
が

出
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
の
小
さ
な
心
掛
け
が
、

大
き
な
ご
み
減
量
に
つ
な
が
り
ま

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
啓

発
を
目
的
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
の
多
く
を
占
め
る
家
庭
や
オ

　

近
年
オ
フ
ィ
ス
な
ど
を
中
心
に

暖
房
に
頼
り
過
ぎ
な
い
取
り
組
み

「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」
が
定
着
し
て

き
て
い
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
に
限
ら

ず
、
家
庭
で
も
寒
い
時
期
の
過
ご

し
方
を
工
夫
し
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
に
省
エ
ネ
活
動
を
実
践

し
ま
し
ょ
う
。

○
温
か
い
空
気
は
部
屋
の
上
部
に

滞
留
し
ま
す
。
定
期
的
に
扇
風
機

な
ど
で
循
環
さ
せ
る
と
、
効
果
が

あ
り
ま
す
。

○
発
熱
・
保
温
に
優
れ
た
高
機
能

肌
着
は
着
膨
れ
せ
ず
に
冷
え
対
策

に
有
効
で
す
。

○
足
や
首
の
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の

血
行
促
進
体
操
は
、
新
陳
代
謝
を

高
め
、冷
え
を
防
ぎ
ま
す
。
ま
た
、

首
・
足
首
・
手
首
の
『
３
つ
の
首
』

を
温
め
る
と
冷
え
に
効
果
的
で
す
。

○
ひ
ざ
掛
け
や
座
布
団
を
活
用
し
、

保
温
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
靴
下
を
は
く
だ
け
で
体
感
温
度

が
0.6
度
上
が
り
ま
す
。
ま
た
、
足

元
を
温
め
る
の
に
、
湯
た
ん
ぽ
も

扱
い
や
す
く
便
利
で
す
。

○
大
根
・
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
の
根
菜

や
、
生
姜
・
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
の
香

味
野
菜
な
ど
、
新
陳
代
謝
を
向
上

さ
せ
、
体
を
温
め
る
具
材
の
入
っ

た
食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

○
室
温
を
１
度
下
げ
て
も
湿
度
を

15
％
上
げ
れ
ば
、
体
感
温
度
は
変

わ
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

乾
燥
し
が
ち
な
冬
に
は
、
植
物
を

▽作業日・会場
○ 11月16日（火）・坂浜コミュニティ防災
センター
○11月24日（水）・押立ふれあい会館
※作業日前週の土曜日から作業日前日まで
にお持ち込みください。

▽問い合わせ　環境課ごみ・リサイクル係

家庭剪定枝リサイクル情報家庭剪定枝リサイクル情報家庭家庭剪剪
せ んせ ん

定定
て いて い

枝枝
しし

リサイクル情報リサイクル情報納期限　11月30日（火）

国民健康保険税
（第５期）

安心！納税！口座振替!!

▽問い合わせ
納税課納税係

フ
ィ
ス
で
取
り
組
め
る
実
践
行
動

を
読
み
札
に
し
た「
エ
コ
か
る
た
」

を
稲
城
市
民
環
境
ク
ラ
ブ
と
協
働

で
製
作
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
族
な
ど
で「
エ
コ
か
る
た
」

を
楽
し
み
な
が
ら
環
境
学
習
を
進

め
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

▽
内
容 

表
面
は
川
柳
調
で
46
音

分
の
標
語
や
絵
が
、
裏
面
に
は
表

面
の
標
語
の
解
説
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

▽
入
手
方
法 

〔
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ⇒

く
ら
し
の
情
報⇒

環
境
・
上

下
水
道⇒

「
エ
コ
か
る
た
」
で
楽

し
み
な
が
ら
環
境
学
習
を
〕
か
ら

エ
コ
か
る
た（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
）

を
Ａ
４
判
の
厚
紙
な
ど
に
印
刷

し
、
切
り
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

▽
協
力 

稲
城
市
民
環
境
ク
ラ
ブ

▽
問
い
合
わ
せ 

環
境
課
環
境
保

全
係

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル

し
ま
し
ょ
う
！

し
ま
し
ょ
う
！

使
用
済
み
の
携
帯
電
話
は

　

携
帯
電
話
や
充
電
池
に
は
、

様
々
な
希
少
金
属
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
回
収
・
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
こ
と
で
、
産
業
用
の
貴

重
な
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
使
用
済
み
の
携

帯
電
話
な
ど
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
マ

ー
ク
（
右
下
図
参
照
）
の
あ
る
専

売
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
ブ
ラ
ン
ド
、

メ
ー
カ
ー
、
機
種
を
問
わ
ず
無
償

で
回
収
さ
れ
ま
す
。

　

シ
ョ
ッ
プ
へ
持
ち
込
む
際
は
、

端
末
本
体
内
に
保
存
・
蓄
積
さ
れ

た
個
人
情
報
な
ど
を
自
ら
消
去
し

て
く
だ
さ
い
。
不
安
な
場
合
は
、

シ
ョ
ッ
プ
に
依
頼
す
れ
ば
そ
の
場

で
消
去
な
ど
を
し
て
も
ら
え
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ 

環
境
課
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル
係

部
屋
に
置
い
た
り
、
加
湿
器
な
ど

を
有
効
に
活
用
し
、
保
湿
の
工
夫

を
し
ま
し
ょ
う
。

○
日
中
は
ブ
ラ
イ
ン
ド
な
ど
を
開

け
て
太
陽
光
を
取
り
入
れ
、
夜
間

は
閉
め
て
保
温
効
果
を
高
め
ま
し

ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ 

環
境
課
環
境
保

全
係

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ 

環
境
課
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル
係

「
エ
コ
か
る
た
」で

楽
し
く
環
境
学
習

し
て
み
ま
せ
ん
か

上上
か さ や とか さ や と

谷戸谷戸秋の収穫祭秋の収穫祭
　上谷戸緑地体験学習館では、今年も周辺の
畑で収穫時期を迎えた「さつま芋・里芋」な
どの収穫体験や販売を行います。また、多彩
なイベントも企画しています。ご家族・お友
達をお誘いのうえ、お越しください。

▽期日　11月21日（日）
※雨天中止

▽時間　午前10時～午後２時

▽場所　上谷戸緑地体験学習館
※上谷戸大橋下にある駐車場は使用できませ
んので、徒歩または公共交通機関をご利用く
ださい。

▽内容　①里芋・さつま芋掘り体験（先着50
組・有料300円）　②焼き芋・里芋・さつま芋・
うどんなどの販売　③多彩なイベント（作品
発表など）

▽主催　坂浜自治会・水車の会

▽問い合わせ　上谷戸緑地体験学習館　
☎331－7112



22・11・15 代表電話は378－2111 （4）

地
震
に
備
え
て

地
震
に
備
え
て

木
造
住
宅
の

木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
を

耐
震
診
断
を

稲
城
市
商
工
会

稲
城
市
商
工
会

住
宅
改
修
等

住
宅
改
修
等補助

金

補
助
金

　

Ｉ
の
ま
ち　

い
な
ぎ
市
民
祭「
第

40
回
稲
城
市
産
業
ま
つ
り
」
に
お

い
て
、
10
月
29
日（
金
）に
農
産
物

品
評
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
品
評

会
で
は
、
出
品
さ
れ
た
232
点
の
中

か
ら
、
東
京
都
知
事
賞
な
ど
28
点

が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
東
京
都
知
事
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

森　

義
幸
氏
（
東
長
沼
）

○
野
菜
の
部
〔
大
根
・
献け

ん

夏か

〕

　

市
村　

忠
雄
氏
（
坂
浜
）

○
植
木
・
花か

卉き

・
盆
栽
の
部
〔
姫

シ
ャ
ラ
〕

　

伊
藤　

幹
男
氏
（
坂
浜
）

▽
稲
城
市
長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

小
山　

美
智
子
氏
（
矢
野
口
）

○
野
菜
の
部
〔
甘か

ん

薯し
ょ

・
紅
あ
ず
ま
〕

　

市
村　

忠
雄
氏
（
坂
浜
）

○
植
木
・
花
卉
・
盆
栽
の
部
〔
ド

ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
〕

　

市
で
は
市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、

継
続
し
て
１
年
以
上
事
業
を
営
ん

で
い
る
中
小
企
業
者
ま
た
は
市
内

に
事
業
所
を
開
業
し
よ
う
と
す
る

方
な
ど
に
対
し
、
必
要
な
資
金
を

融
資
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

※
平
成
22
年
度
は
緊
急
経
済
対
策

と
し
て
、
本
制
度
を
利
用
し
た
場

合
の
信
用
保
証
料
補
助
率
が
10
分

の
10
と
な
り
ま
し
た
。

▽
融
資
資
金 

下
表
の
と
お
り

※
「
小
口
事
業
資
金
」
と
「
小
口

零
細
企
業
資
金
」
の
２
種
類
が
あ

り
、
条
件
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

食
べ
る
ラ
ー
油
作
り
が
、
好
評

だ
っ
た
た
め
、
第
２
弾
を
開
催
し

ま
す
。
ホ
タ
テ
や
エ
ビ
な
ど
が
入

り
と
て
も
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま

す
。
少
し
乗
せ
て
食
べ
る
と
料
理

の
お
い
し
さ
が
倍
増
し
ま
す
。
ぜ

ひ
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日 

12
月
４
日（
土
）

▽
時
間 

午
前
10
時
〜
正
午

▽
会
場 

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
定
員 

20
人
（
先
着
順
）

▽
講
師 

長
尾　

久
美
子
氏

▽
持
ち
物 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾き

ん

▽
費
用 

300
円
（
試
食
代
、
行
事

保
険
代
、
ラ
ー
油
持
ち
帰
り
代
）

※
容
器
は
主
催
者
が
用
意
し
ま
す
。

　

耐
震
診
断
と
は
、
大
地
震
に
対

し
、
住
宅
が
必
要
な
耐
震
性
能
を

有
し
て
い
る
か
を
判
断
す
る
調
査

で
す
。
市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
建
物　

市
内
に
あ

る
木
造（
在
来
軸
組
工
法
に
限
る
）

の
住
宅
（
現
に
居
住
し
て
い
る
住

宅
）
で
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
の
建
築
確
認
で
建
築
し
た
所
有

　

訓
練
の
実
施
に
伴
い
大
丸
地
区

周
辺
で
、
消
防
車
両
の
通
行
及
び

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
騒
音
な
ど
に
よ

る
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
。
ご

理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

▽
実
施
期
間 

11
月
20
日（
土
）・

21
日（
日
）

　

市
立
病
院
で
は
生
活
習
慣
病
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
あ
な
た
の
生
活
を
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
申
込
不
要
、
費
用
無
料

▽
期
日 

11
月
25
日（
木
）

▽
時
間 

午
後
３
時
〜
（
約
１
時

間
）

▽
会
場 

市
立
病
院
３
階
講
義
室

▽
テ
ー
マ
・
講
師

「
生
活
習
慣
病（
糖
尿
病
・
メ
タ
ボ
）

は
何
が
問
題
か
？
ど
う
注
意
す
べ

き
か
お
話
し
ま
す
」・
伊
従　

正
博

氏
（
副
院
長
）

「
薬
の
飲
み
方
（
特
に
糖
尿
病
）
や

注
意
点
」・
吉
岡　

ま
み
氏
（
薬
剤

師
）

▽
問
い
合
わ
せ 

市
立
病
院
医
事

課
外
来
係　

☎
377
・
０
９
３
１

　

救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
24
時

間
年
中
無
休
で
電
話
で
の
救
急
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
「
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、病
院
が
分
か
り
ま
せ
ん
」「
子

ど
も
が
熱
を
出
し
て
ぐ
っ
た
り
し

第
40
回
稲
城
市
産
業
ま
つ
り

農
産
物
品
評
会
受
賞
者

▽
問
い
合
わ
せ　

経
済
課
農
政
係

平
成
平
成
2222
年
度
年
度

緊
急
消
防
援
助
隊

緊
急
消
防
援
助
隊

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
合
同

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
合
同

訓
練
が
稲
城
市
で

訓
練
が
稲
城
市
で

実
施
さ
れ
ま
す

実
施
さ
れ
ま
す

消
防
団
員

　

募
集
中
！

救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

（
＃
７
１
１
９
）
へ

（
＃
７
１
１
９
）
へ

お
電
話
く
だ
さ
い
！

お
電
話
く
だ
さ
い
！

病
院
に
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
か
、

救
急
車
を
呼
ん
だ
ほ
う
が
い
い

か
迷
っ
た
ら
…

　

伊
藤　

幹
男
氏
（
坂
浜
）

○
茸き

の
こ

の
部
〔
生
椎
茸
・
富
士
Ｆ

206
〕

　

髙
野　

廉
明
氏
（
若
葉
台
）

▽
稲
城
市
議
会
議
長
賞

○
野
菜
の
部
〔
玉
ね
ぎ
・
タ
ー
ボ
〕

　

馬
場　

和
子
氏
（
平
尾
）

▽
稲
城
市
農
業
委
員
会
長
賞

○
野
菜
の
部
〔
生
姜
〕

　

馬
場　

丈
助
氏
（
平
尾
）

▽
東
京
都
産
業
労
働
局
長
賞

○
植
木
・
花
卉
・
盆
栽
の
部
〔
山

モ
ミ
ジ
〕

　

伊
藤　

幹
男
氏
（
坂
浜
）

▽
東
京
都
農
業
振
興
事
務
所
長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

川
﨑　

奈
美
枝
氏
（
押
立
）

▽
東
京
都
農
業
協
同
組
合
中
央
会

長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

城
所　

貞
夫
氏
（
矢
野
口
）

▽
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
東

京
都
本
部
長
賞

○
果
実
の
部
〔
柿
・
太た

い

秋し
ゅ
う

〕

　

笹
久
保　

榮
氏
（
矢
野
口
）

▽
東
京
都
南
多
摩
農
業
改
良
普
及

事
業
協
議
会
長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

小
山　

陽
氏
（
押
立
）

▽
Ⅰ
の
ま
ち
い
な
ぎ
市
民
祭
第
40

回
稲
城
市
産
業
ま
つ
り
実
行
委
員

会
委
員
長
賞

○
果
実
の
部
〔
キ
ウ
イ
・
ヘ
イ
ワ

ー
ド
〕

　

田
中　

利
明
氏
（
東
長
沼
）

○
野
菜
の
部
〔
ナ
ス
〕

　

宮
田　

光
治
氏
（
平
尾
）

○
植
木
・
花
卉
・
盆
栽
の
部
〔
ア

ジ
サ
イ
・
カ
シ
ワ
バ
〕

　

伊
藤　

幹
男
氏
（
坂
浜
）

▽
東
京
都
果
実
生
産
団
体
協
議
会

長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

田
中　

甚
太
郎
氏
（
東
長
沼
）

▽
東
京
南
農
業
協
同
組
合
稲
城
支

店
果
実
部
長
賞

○
果
実
の
部
〔
梨
・
新
高
〕

　

田
中　

清
一
氏
（
東
長
沼
）

▽
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合

会
東
京
都
本
部
長
賞

○
野
菜
の
部
〔
人
参
・
新
黒
田
５

寸
〕

　

市
村　

裕
子
氏
（
坂
浜
）

▽
東
京
都
農
業
改
良
普
及
事
業
協

議
会
長
賞

○
野
菜
の
部
〔
か
ぶ
〕

　

宮
田　

光
治
氏
（
平
尾
）

▽
東
京
南
農
業
協
同
組
合
代
表
理

事
組
合
長
賞

○
野
菜
の
部
〔
馬ば

鈴れ
い

薯し
ょ

・
男だ

ん

爵し
ゃ
く

〕

　

川
崎　

ま
ゆ
み
氏
（
押
立
）

▽
東
京
南
農
業
協
同
組
合
稲
城
地

区
野
菜
部
会
長
賞

○
野
菜
の
部
〔
ご
ぼ
う
・
滝
野
川
〕

　

福
島　

三
利
氏
（
百
村
）

▽
東
京
都
椎
茸
生
産
組
合
連
合
会

長
賞

○
茸
の
部
〔
椎
茸
ほ
だ
木
〕

　

宮
田　

光
治
氏
（
平
尾
）

▽
稲
城
市
特
殊
林
産
生
産
組
合
長

賞○
茸
の
部
〔
椎
茸
ほ
だ
木
・
富
士

Ｆ
206
〕

　

髙
野　

澄
子
氏
（
若
葉
台
）

▽
東
京
都
信
用
農
業
協
同
組
合
連

合
会
長
賞

○
植
木
・
花
卉
・
盆
栽
の
部
〔
錦

松
〕

　

原
田　

實
氏
（
矢
野
口
）

て
い
ま
す
が
、
病
院
に
行
っ
た
ほ

う
が
い
い
で
す
か
？
」
な
ど
の
救

急
相
談
に
救
急
隊
経
験
者
や
看
護

師
、
医
師
な
ど
が
対
応
し
て
い
ま

す
。

▽
内
容 

受
診
や
応
急
手
当
の
ア

ド
バ
イ
ス
、
診
療
可
能
病
院
の
案

内
な
ど

▽
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー　

携
帯
電

話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
プ
ッ
シ
ュ
回
線
＝

♯
７
１
１
９
、
そ
の
他
の
電
話
＝

☎
042
・
521
・
２
３
２
３
（
多
摩
地

区
）
ま
た
は
、
稲
城
消
防
署
救
急

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス　

☎
377
・

者
が
個
人
の
木
造
住
宅 

▽
診
断
費
用 

15
万
円
〜
20
万
円

（
消
費
税
を
除
く
）

▽
助
成
費
用 

２
万
５
千
円
（
上

限
）

※
予
算
の
範
囲
内
で
行
い
ま
す
の

で
、早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
耐
震
診
断
内
容　

一
般
診
断
＝

耐
震
補
強
が
必
要
か
判
断
す
る
診

断
、
精
密
診
断
＝
補
強
設
計
を
念

頭
に
置
い
た
診
断

▽
耐
震
診
断
を
す
る
業
者　

東
京

都
建
築
士
事
務
所
協
会
に
所
属
す

る
市
内
の
設
計
事
務
所
や
工
務
店

※
住
宅
を
建
築
し
た
業
者
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▽
問
い
合
わ
せ 

稲
城
消
防
署
警

防
課
防
災
係

　

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
ま
た

は
耐
震
補
強
工
事
を
市
内
の
業
者

が
施
行
し
た
場
合
、
そ
の
経
費
の

一
部
を
商
工
会
が
補
助
す
る
制
度

で
す
。

▽
対
象 

申
請
日
時
点
で
市
民
の

方
、
か
つ
対
象
住
宅
を
所
有
し
て

い
る
方

▽
補
助
対
象
工
事　

40
万
円
以
上

の
工
事
、
か
つ
対
象
と
な
る
建
物

は
自
己
の
居
住
の
用
に
供
す
る
住

宅
、
併
用
・
集
合
住
宅
に
お
け
る

個
人
住
宅
部
分

▽
補
助
金
額

①
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事　

工
事
額
の

５
％
（
10
万
円
を
限
度
）

②
耐
震
補
強
工
事　

工
事
額
の
10

％
（
30
万
円
を
限
度
）

※
①
と
②
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
請
期
限 

平
成
23
年
１
月
31

日（
月
）

※
期
限
内
に
補
助
金
限
度
額
に
達

し
た
場
合
は
、
申
請
を
締
め
切
り

ま
す
。

▽
申
請
方
法 

申
請
書
と
必
要
書

類
を
添
付
の
う
え
、
商
工
会
窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、「
稲
城
市
商
工
会
」
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

稲
城
市

商
工
会　

☎
377
・
１
６
９
６

　

消
防
団
は
、
日
夜
地
域
の
安
全

と
安
心
を
守
る
た
め
に
活
躍
し
て

い
ま
す
。
あ
な
た
も
、
ぜ
ひ
消
防

団
で
活
躍
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
入
団
資
格 

市
内
在
住
で
、
18

歳
以
上
の
健
康
な
男
女

▽
問
い
合
わ
せ 

稲
城
消
防
署
総

務
課
庶
務
係　

☎
377
・
７
１
１
９

▽
融
資
対
象　

市
税
が
賦
課
さ
れ
、

か
つ
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

で
次
に
該
当
す
る
方

運
転
資
金
・
設
備
資
金
・
緊
急

運
転
資
金

・
市
内
で
１
年
以
上
同
じ
事
業
を

営
み
、
か
つ
信
用
保
証
機
関
の
信

用
保
証
対
象
業
種
の
事
業
を
営
ん

で
い
る
方

※
緊
急
運
転
資
金
の
場
合
は
、
最

近
３
カ
月
ま
た
は
１
年
間
の
売
上

高
ま
た
は
生
産
額
が
、
前
年
・
２

年
前
・
３
年
前
の
い
ず
れ
か
の
年

の
同
期
と
比
較
し
て
３
％
以
上
減

少
し
て
い
る
こ
と

開
業
資
金

・
市
内
に
１
年
以
上
住
所
を
有
し

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ

小
口
事
業
資
金
な
ど

小
口
事
業
資
金
な
ど

融
資
あ
っ
せ
ん

融
資
あ
っ
せ
ん

制
度
の
紹
介

制
度
の
紹
介

絶
品
‼

食
べ
る
ラ
ー
油
作
り

第
２
弾

消
費
者
団
体
と
東
京
都
と
の

協
働
に
よ
る
学
習
会

融資資金
種類 融資限度額 融資期間

運転資金 700万円 ５年以内
（300万以下は３年以内）

設備資金 1,000万円 ７年以内
（500万以下は５年以内）

緊急運転資金 400万円 ５年以内

開業資金 700万円 ７年以内

▽
問
い
合
わ
せ 

稲
城
消
防
署
警

防
課
警
防
係　

☎
377
・
７
１
１
９

▽
申
込
方
法 

消
費
者
ル
ー
ム

（
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
５
時
）
に
電
話
（
☎
370
・
７
５

１
０
）で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
主
催 

ふ
た
こ
ぶ
ら
く
だ

▽
問
い
合
わ
せ 

経
済
課
消
費
生

活
係

て
い
る
方
で
、
か
つ
信
用
保
証
機

関
の
信
用
保
証
対
象
業
種
の
事
業

を
開
業
し
よ
う
と
す
る
方
、
若
し

く
は
開
業
後
１
年
未
満
の
方

※
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
は
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。
融
資
利
率
・
補

助
率
な
ど
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

経
済
課

商
工
係

生
活
習
慣
病
教
室

あ
な
た
の
生
活

あ
な
た
の
生
活

　
　

見
直
し
て

　
　

見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

み
ま
せ
ん
か
？

▽
東
京
都
植
木
農
業
協
同
組
合
代

表
理
事
組
合
長
賞

○
植
木
・
花
卉
・
盆
栽
の
部
〔
ハ

ナ
ミ
ズ
キ
・
白
〕

　

伊
藤　

幹
男
氏
（
坂
浜
）

▽
稲
城
市
植
木
花
卉
生
産
振
興
会

長
賞

○
植
木
・
花
卉
・
盆
栽
の
部
〔
チ

ン
チ
ョ
ウ
ゲ
〕

　

伊
藤　

幹
男
氏
（
坂
浜
）

７
１
１
９
（
24
時
間
年
中
無
休
）

▽
問
い
合
わ
せ 

稲
城
消
防
署
警

防
課
救
急
係　

☎
377
・
７
１
１
９



22・11・15（5） 代表電話は378－2111

各クラブ代表者連絡先
地域 クラブ名 代表者名 連絡先

矢野口北部 第一寿会 関
せき

口
ぐち

　光
こう

基
き 377－8270

矢野口南部 第二寿会 相
あい

原
はら

　正
まさ

好
よし 377－5134

東長沼 常
とこ

春
はる

会
かい

國
こく

分
ぶ

　實
みのる 377－4710

大丸 長寿会 田
た

口
ぐち

　浩
ひろ

司
し 377－7003

大丸・都営団地 福寿会 三
みつ

本
もと

　勇
いさむ 377－5672

押立 高砂会 金
かな

井
い

　孝
こう

治
じ 377－6367

坂浜・若葉台 常
と き わ

盤会
かい

田
た

村
むら

　輝
てる

男
お 331－1150

平尾 あゆみ会 井
いの

上
うえ

　澄
すみ

男
お 331－6552

平尾宅地分譲・
平尾住宅 むつみ会 山

やま

本
もと

　元
もと

子
こ 331－7005

向陽台・長峰
百村・若葉台 向寿会 下

しも

元
もと

　哲
てつ

夫
お 378－5208

若葉台
（ワルツの杜） 杜

もり

の会 関
せき

根
ね

忠
ただ

雄
お 331－6591

若葉台（ファイ
ンストーリア） ゆうわ会 田

た

渕
ぶち

　昌
まさ

男
お 350－1621

川崎街道 

旧鶴川街道 

矢野口駅 

★ 

第四小学校 文 

第一小学校 文 

矢野口学童クラブ 

至府中 
牛丼屋・ ・本屋 

スポーツ店・ 

そば屋・ 

至川崎 

第七小学校 文 

JR南武線

▼（仮称）矢野口学童クラブ案内図

フ
ァ
ミ
リ
ー
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
・

　

サ
ポ
ー
ト
・

　

サ
ポ
ー
ト
・

　
　

セ
ン
タ
ー

　
　

セ
ン
タ
ー

事
業
説
明
会

事
業
説
明
会

開
催
し
ま
す

開
催
し
ま
す

ご相談ください

子育てで子育てで
困ったことは困ったことは

ありませんかありませんか

稲
城
市

稲
城
市

介
護
保
険
運
営

介
護
保
険
運
営

協
議
会
委
員

協
議
会
委
員

公
募
し
ま
す

公
募
し
ま
す

平
成
23
年
１
月
か
ら
、
矢

野
口
地
区
で
学
童
ク
ラ
ブ

を
開
設
し
ま
す
！

新
設
学
童
ク
ラ
ブ

新
設
学
童
ク
ラ
ブ

入
所
者
募
集

入
所
者
募
集

障
害
者
週
間
講
演
会

障
害
者
週
間
講
演
会

事
業
の
参
加
者
募
集

事
業
の
参
加
者
募
集

特特特別別別障障障害害害者者者手手手当当当・
障障障害害害害児児児福福福祉祉祉手手手当当当・
福福福祉祉祉祉手手手当当当（（国国国制制制度度度））

特別障害者手当・特別障害者手当・
障害児福祉手当・障害児福祉手当・
福祉手当（国制度）福祉手当（国制度）

11月期分手当を
支給しました

国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料

納
付
の
ご
案
内
を

納
付
の
ご
案
内
を

　

民
間
委
託

　

民
間
委
託

し
て
い
ま
す

し
て
い
ま
す

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
保
険
料
が
納
め
忘
れ
と
な
っ
て

い
る
方
な
ど
に
対
す
る
電
話
・
お

手
紙
・
戸
別
訪
問
な
ど
に
よ
る
納

付
案
内
や
保
険
料
の
免
除
申
請
手

続
き
の
案
内
な
ど
の
収
納
業
務
に

つ
い
て
、
民
間
委
託
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

民
間
事
業
者
が
保
険
料
を
お
預

か
り
で
き
る
の
は
、
日
本
年
金
機

構
が
発
行
し
た
証
明
書
を
提
示
し

た
う
え
で
、
お
客
様
が
保
険
料
の

納
付
書
を
お
持
ち
の
場
合
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
日
本
年
金
機
構
が

発
行
し
た
納
付
書
を
お
持
ち
で
な

い
方
か
ら
現
金
を
お
預
か
り
し
て
、

領
収
書
を
発
行
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
委
託
期
間 

10
月
１
日
〜
平
成

24
年
９
月
30
日

▽
事
業
者
名 

（
株
）ア
イ
ヴ
ィ
ジ

ッ
ト
（
☎
０
１
２
０
・
927
・
866
）

※
民
間
委
託
の
詳
細
は
、
日
本
年

金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ 

府
中
年
金
事
務

所　

☎
042
・
361
・
１
０
１
１

　

み
ど
り
ク
ラ
ブ
は
、
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
方
が
、「
友
達
が
ほ

し
い
！
」「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
！
」「
生
涯

健
康
！
」
な
ど
の
思
い
で
集
ま
っ

て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

市
内
の
各
地
域
に
12
の
ク
ラ
ブ

が
あ
り
ま
す
（
左
表
参
照
）。

　

各
ク
ラ
ブ
で
は
、
友
愛
活
動
、

カ
ラ
オ
ケ
や
民
謡
・
手
芸
な
ど
の

趣
味
活
動
、
レ
ク
ダ
ン
ス
・
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル

フ
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
入
会
を
希
望

す
る
方
は
、
気
軽
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法 
居
住
す
る
地
域
の

ク
ラ
ブ
の
代
表
者
に
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

入会しませんか？入会しませんか？

みどりクラブみどりクラブ
（老人クラブ）（老人クラブ）

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
援
助
を
受

け
た
い
方
と
支
援
を
行
い
た
い
方

が
会
員
と
な
り
、
地
域
の
中
で
子

育
て
を
支
援
す
る
た
す
け
あ
い
の

活
動
で
す
。

　

あ
な
た
も
地
域
で
子
育
て
の
お

手
伝
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日　

12
月
４
日（
土
）

▽
時
間　

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

▽
会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階　

介
護
予
防
教
室

▽
申
込
方
法　

12
月
３
日（
金
）ま

で
に
電
話
〔
受
付
時
間
は
月
〜
金

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）、
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
〕
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
保
育
が
必
要
な
方
は
、
申
込
時

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
事
務
局　

☎
378
・
５
５
５
１

　

平
成
23
年
１
月
か
ら
（
仮
称
）

矢
野
口
学
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
ま

す（
民
間
事
業
者
へ
の
運
営
委
託
）。

平
成
23
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の

入
所
を
希
望
す
る
児
童
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。
事
業
運
営

方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
既
存
の

公
営
学
童
ク
ラ
ブ
に
準
じ
ま
す
。

▽
対
象 

小
学
１
年
生
〜
３
年
生

の
児
童

▽
開
設
場
所 

矢
野
口
853
の
１（
下

図
参
照
）

▽
書
類
配
布
場
所　

子
育
て
支
援

課▽
育
成
料 

月
額
５
千
円（
減
額
・

免
除
制
度
あ
り
）

※
減
免
の
申
請
を
す
る

場
合
は
、
別
に
申
請
書

な
ど
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

▽
申
請
方
法 

入
所
申

請
書
と
在
職
証
明
書
を

子
育
て
支
援
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
（
入
所

保
留
中
及
び
転
所
希
望

の
方
は
、
書
類
を
省
略

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
）。

▽
申
請
期
間 

11
月
15

日（
月
）〜
12
月
３
日

（
金
）

　

12
月
３
日
〜
９
日
は
障
害
者
週

間
で
す
。
市
で
は
障
害
者
週
間
の

催
し
と
し
て
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
対
象 

一
般
市
民
、
高
次
脳
機

能
障
害
の
方
と
そ
の
家
族
、
支
援

関
係
者
な
ど

▽
期
日 

12
月
４
日（
土
）

▽
時
間 

午
前
10
時
〜
正
午
（
受

付
は
午
前
９
時
30
分
〜
）

▽
会
場 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

▽
定
員 

80
人
（
先
着
順
）

▽
テ
ー
マ 

「
高
次
脳
機
能
障
害

っ
て
な
ぁ
に
？
」

▽
講
師 

渡
邉　

修
氏
（
首
都
大

学
東
京
大
学
院
教
授
、医
学
博
士
）

▽
費
用 

無
料

▽
問
い
合
わ
せ 

障
害
福
祉
課
障

害
福
祉
係

　

手
当
を
受
給
し
て
い
て
次
に
該

当
す
る
方
は
、
速
や
か
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。 

○
特
別
障
害
者
手
当
＝
市
外
転

居
、
死
亡
、
施
設
に
入
所
し
て
い

る
、
入
院
３
カ
月
超
過
な
ど 

○
障
害
児
福
祉
手
当
・
福
祉
手
当

＝
市
外
転
居
、
死
亡
、
障
害
を
支

給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
給
し
て

い
る
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
な

ど ▽
届
け
出
・
問
い
合
わ
せ　

障
害

福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

市
で
は
、
介
護
保
険
事
業
の
円

滑
な
運
営
と
中
立
・
公
平
性
を
図

る
た
め
、
稲
城
市
介
護
保
険
運
営

協
議
会
を
設
け
、
介
護
保
険
事
業

に
つ
い
て
12
回
（
平
成
23
年
度
10

回
、
平
成
24
年
度
２
回
）
程
度
審

議
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
協
議
会

委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
こ
と
に
伴

い
、
被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員

の
う
ち
１
人
を
公
募
し
ま
す
。

　

協
議
会
の
審
議
内
容
は
、
介
護

保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
関
す
る

こ
と
、
介
護
保
険
事
業
や
介
護
予

防
事
業
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
運
営
と
評
価
を
行
い
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
質
の
確
保
・

向
上
を
目
指
し
ま
す
。 

　

協
議
会
は
、
被
保
険
者
代
表
委

員
４
人
の
他
に
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
を
代
表
す
る
委
員
８
人
、
学

識
経
験
者
１
人
で
構
成
し
ま
す
。 

▽
対
象 

市
内
在
住
の
介
護
保
険

被
保
険
者
で
、
11
月
15
日
現
在
40

歳
以
上
の
方

▽
募
集
人
員 

１
人

▽
任
期 

平
成
24
年
９
月
30
日
ま

で▽
応
募
用
紙
配
布
場
所　

高
齢
福

祉
課
介
護
保
険
係

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手

で
き
ま
す
。

▽
応
募
方
法 

応
募
用
紙
に
、
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
応
募
理

由
・
論
文
〔
テ
ー
マ
「
要
介
護
に

な
っ
て
も
地
域
で
安
心
し
て
住
み

続
け
る
た
め
に
」（
１
２
０
０
字

体験してみよう！
福祉用具のあれこれ

介護に役立つ！
排せつ用具の話

介 護 教 室
4回シリーズ
4回シリーズ

第3回

　

今
回
は
、
排
せ
つ
用
具
の
使
い

方
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

普
段
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
便
利
な
道
具
も
あ
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▽
対
象 

介
護
に
関
心
の
あ
る
方

▽
期
日 

12
月
３
日（
金
）

▽
会
場
・
時
間　

ひ
ら
お
苑
・
午

前
10
時
〜
11
時
30
分
、
城
山
文
化

セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室
・
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

▽
定
員 

各
回
10
人
（
先
着
順
）

▽
内
容 

排
せ
つ
用
具
の
種
類
、

排
せ
つ
用
具
を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト
、

排
せ
つ
の
介
助
方
法
、
介
護
保
険

で
使
え
る
福
祉
用
具
、
パ
ッ
ト
・

お
む
つ
の
使
い
方
や
選
び
方
な
ど

▽
費
用 

無
料

▽
申
込
方
法 

11
月
25
日（
木
）ま

で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ら
お
苑　

☎
331
・
５
６
６
６
、
稲
城
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
331
・
６
６

０
１

　

子
ど
も
と
家
庭
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
相
談
を
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
受
け
て
い
ま
す
。
乳

幼
児
の
子
育
て
、
不
登
校
や
い
じ

め
な
ど
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

児
童
虐
待
を
疑
っ
た
ら
連
絡
し

て
く
だ
さ
い

　

近
隣
の
住
人
が
不
自
然
だ
と
感

じ
な
が
ら
放
置
さ
れ
、
死
に
至
る

児
童
虐
待
が
全
国
で
起
き
て
い
ま

す
。

　

虐
待
か
そ
う
で
な
い
か
の
判
断

は
、
親
の
意
図
で
は
な
く
、
子
ど

も
に
と
っ
て
有
害
か
ど
う
か
で
判

断
し
ま
す
。
児
童
虐
待
を
疑
っ
た

ら
、
近
隣
で
あ
ろ
う
と
通
所
・
通

園
・
登
校
し
て
い
る
学
校
な
ど
で

あ
ろ
う
と
、
連
絡
す
る
の
が
義
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

せ
ず
当

然
の
こ
と
だ
と
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

保
護
者
を
監
視
す
る
た
め
で
な
く
、

子
ど
も
の
安
全
と
安
心
、
未
来
を

守
る
た
め
に
、
気
付
い
た
こ
と
が

あ
れ
ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
地
域

で
子
ど
も
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
子
ど
も
に
関
わ
る
関

係
機
関
の
た
め
の「
稲
城
市
児
童
虐

待
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
〜
発
見
か
ら

通
告
ま
で
〜
」を
作
成
す
る
な
ど
の

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
相
談
・
問
い
合
わ
せ　

稲
城
市

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎

378
・
６
３
６
６

以
内
）〕
を
記
入
の
う
え
、
持
参
・

郵
送
・
メ
ー
ル
（koureifukushi

@
city.inagi.lg.jp

）
の
い
ず
れ
か

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限 

12
月
24
日（
金
）必

着▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢
福

祉
課
介
護
保
険
係

▽
問
い
合
わ
せ 

高
齢
福
祉
課
高

齢
福
祉
係

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

▽
受
付
時
間 

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時

▽
決
定
通
知 

提
出
書
類
を
審
査

し
、
12
月
中
旬
に
通
知
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ 

子
育
て
支
援
課

児
童
係
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▲多摩稲城市民防犯のつどい
（10月８日・ｉプラザ）

　全国地域安全運動の一環として、多摩
稲城市民防犯のつどいが行われました。

▼和楽器コンサート（10月30日・ｉプラザ）
　「鬼

お ん

太
で

鼓
こ

座
ざ

」「大
だ い

太
だ

坊
ぼ う

」という、和太鼓界の精鋭たちが織り成す迫力ある演
奏が行われました。

▲創造太鼓集団大太坊の演奏

▲鬼太鼓座のダイナミックな
演奏

▲鬼太鼓座と大太坊の
セッション

▲  ▲市民文化祭・芸術祭［展示部
門］（10月29日～30日・総
合体育館）

　華道・書道・絵画・写真・陶芸・
手工芸など、力作ぞろいの作品が
展示されました。また、茶会も行
われました。

▲第５回防犯パトロール駅伝
（10月11日・市内各地）

　多摩稲城防犯協会稲城地区において、
市民の防犯意識の高揚を図るための啓発
活動として、防犯パトロール駅伝とごみ
拾いを実施しました。

▲体育の日スポーツフェア
（10月11日・総合体育館ほか）

　体育の日に「市民ひとり1スポーツ」を
目指し、総合体育館などを無料開放しま
した。来場した皆さんが気軽に体を動か
せるようなイベントとして、体力テスト
や卓球指導などが行われました。

複
合
施
設
ふ
れ
ん
ど
平
尾

複
合
施
設
ふ
れ
ん
ど
平
尾

　

下
水
道
は
、
家
庭
や
工
場
な
ど

か
ら
出
る
汚
水
を
下
水
道
管
に
集

め
て
運
び
、
処
理
場
で
き
れ
い
に

し
て
か
ら
川
に
流
し
ま
す
。
し
か

し
、
下
水
道
を
正
し
く
使
わ
な
い

と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
正
し
く

使
っ
て
街
や
川
を
き
れ
い
に
し
ま

し
ょ
う
。

下
水
道
の
正
し
い
使
い
方

○
水
洗
便
所
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
以
外
の
紙
や
異
物
を
流
さ
な

い
。

○
野
菜
く
ず
や
ご
飯
の
残
り
、
天

ぷ
ら
油
な
ど
を
流
さ
な
い
。

○
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
揮
発
性

の
高
い
危
険
物
は
、
下
水
道
管
の

中
で
爆
発
を
起
こ
す
原
因
に
な
る

の
で
流
さ
な
い
。

飲
食
店
の
皆
さ
ん
へ

　

油
詰
ま
り
に
ご
注
意
を

　

寒
い
季
節
に
な
る
と
、
調
理
で

使
う
動
物
性
の
油
な
ど
は
下
水
道

管
の
中
で
固
ま
り
や
す
く
な
り
、

詰
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　

下
水
道
管
に
油
な
ど
を
流
さ
な

い
た
め
に
、
備
え
付
け
の
グ
リ
ー

ス
阻そ

集し
ゅ
う

器き

（
グ
リ
ス
ト
ラ
ッ
プ
）

な
ど
の
点
検
や
清
掃
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

下
水
道
に
接
続
を

　

現
在
、
単
独
浄
化
槽
を
使
用
す

る
ご
家
庭
で
は
、
台
所
や
風
呂
な

ど
か
ら
の
排
水
（
生
活
排
水
の
中

で
も
、
台
所
か
ら
の
排
水
が
一
番

汚
れ
て
い
ま
す
）
は
、
処
理
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
ま
ま
側

溝
や
河
川
に
垂
れ
流
し
て
い
る
状

態
で
す
。

　

ま
た
、
浄
化
槽
は
維
持
管
理
を

適
切
に
行
わ
な
い
と
、
汚
水
の
浄

化
機
能
が
十
分
に
働
か
ず
、
悪
臭

を
発
生
し
て
近
所
の
方
へ
大
変
な

迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま

下
水
道
を

下
水
道
を

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

複
合
施
設
ふ
れ
ん
ど
平
尾

複
合
施
設
ふ
れ
ん
ど
平
尾

　警察署員による犯罪被害者の心の悩み相談を行います。

▽時間　午前８時30分～午後５時15分
（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）
☎03－3597－7830、 03－3592－6840

　犯罪被害相談員による心の悩み相談を行います。

▽時間　月・木・金曜日＝午前９時30分～午後５時30分
火・水曜日＝午前９時30分～午後７時
（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）
☎03－5287－3336、 03－5287－3387
http://www.shien.or.jp
※面接相談、直接支援は必要に応じて行います。

▽問い合わせ　多摩中央警察署　☎042－375－0110

　オウム真理教による、地下鉄サリン事件などの対象犯罪
行為により、被害を受けた方やご遺族の方を救済するため
の給付金支給が行われています。
※申請は、12月17日（金）までです。

▽時間　午前８時30分～午後５時15分
（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）
☎03－3581－5220
○公益社団法人被害者支援都民センター

「応援します　あなたに笑顔　戻るまで」

○オウム真理教犯罪被害者等給付金

○犯罪被害者ホットライン
「もう一度　あなたの笑顔　見たいから」

犯罪被害者支援推進月間
多摩中央警察からのお知らせ

受
講
者
募
集　パ

ソ
コ
ン
講
習
会

▽
対
象 

18
歳
以
上
の
方

※
左
表
コ
ー
ス
②
は
文
字
入
力
の

で
き
る
方

▽
コ
ー
ス
・
期
日
・
費
用
な
ど　

左
表
の
と
お
り

※
使
用
パ
ソ
コ
ン
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
Ｘ
Ｐ
搭
載
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

で
す
。

▽
会
場 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
定
員 

各
コ
ー
ス
15
人

▽
申
込
方
法 

往
復
は
が
き
に
希

望
コ
ー
ス
（
複
数
可
）・
住
所
・
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限 　
11
月
24
日（
水
）必

着※
講
習
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
最

寄
り
の
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ポ
ス
タ

ー
・
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（

http://hom
epage3.ni

fty.com
/inagi-sc/

）
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ

ン
講
習
会
係
（
〒
206
・
0802
稲
城
市

東
長
沼
２
１
１
２
の
１
）

　

複
合
施
設
ふ
れ
ん
ど
平
尾
は
、

改
修
工
事
を
実
施
す
る
た
め
、
11

月
15
日
か
ら
工
事
完
了
ま
で
の
間
、

建
物
内
の
利
用
を
休
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
休
止
期
間
中
も
体
育
館

（
一
部
期
間
を
除
く
）・
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
利
用
で
き
ま
す
。
予
約
や
鍵

の
貸
し
出
し
な
ど
は
第
三
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

※
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
平
成
23

年
１
月
17
日
か
ら
31
日
ま
で
休
止

と
な
る
予
定
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ 

学
校
教
育
課
庶

務
係
、
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

関
す
る
こ
と
＝
体
育
課
体
育
係

パソコン講習会

コース 期日
(コース期間） 時間

受講料
テキスト代

①初めての
パソコン

（PC操作と
文字入力の習得）

12月７日(火)
･８日(水)

(２日間コース
計６時間)

午前９時30分
～12時30分

3,000円

無料

②エクセル
活用講座Ⅲ

（カレンダー作成）
午後１時30分
～4時30分

3,000円

無料

し
た
ら
、
一
日
も
早
く
下
水
道
に

接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課
施
設

管
理
係

工
事
に
伴
う

工
事
に
伴
う

利
用
休
止
に
つ
い
て

利
用
休
止
に
つ
い
て

市民活動サポートセンター
誰でも、自由に、楽しくおしゃべりしましょう

金曜サロンスペシャル金曜サロンスペシャル
かるた取りのかるた取りの愉愉

た のた の

しみしみ

いなぎ市民活動フォーラム2010

施設の有効活用を施設の有効活用を
もっと！もっと！もっと！もっと！

　川野さんは市内でかるた会を立ち上げて
13年になります。
　かるた取りは昔、お正月に家族や地域で行
う楽しい遊びの一つでしたが、いつしか学校
で覚えるだけのものになってしまいました。
　しかし、ここにきてかるた取りを教育に活
かそうという気運が高まり、新たに脚光を浴
びるようになってきました。
　今回は人と人とをつなぎ、老若男女に関係
なく対等に競うことができるかるた取りの魅
力を中心にお話していただきます。

▽期日　12月３日（金）

▽時間　午後７時～

▽会場　市民活動サポートセンター（地域振
興プラザ）

▽話し手　川野　克己氏（稲城カルタ会・稲
城市かるた協会・南多摩かるた会代表）

▽費用　無料

▽問い合わせ　市民活動サポートセンターい
なぎ（協働推進課内）　☎378－2112

　市内の福祉・教育・環境・文化やスポー
ツなどの各分野で活躍されている皆さんに
ご参加いただき、市民と行政による協働の
まちづくりを考えます。

▽期日　11月20日（土）

▽時間　午後１時～４時

▽会場　地域振興プラザ

▽参加費　300円（資料代）

▽申し込み・問い合わせ　市民活動サポー
トセンターいなぎ（協働推進課内）　
☎378－2112

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

☎
３
７
７
・
２
２
１
２



22・11・15（7） 代表電話は378－2111

凡例　 対象　 期日　 期間　 時間　 会場　 定員　 内容　 費用　 申込方法　 申込期限　 申込先　 問い合わせ

社
会
福
祉

協
議
会
か
ら

問
い
合
わ
せ☎

３
７
８
・
３
８
０
０

商
工
会

商
工
会だよ

り

商
工
会

商
工
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

☎
３
７
７
・
１
６
９
６

▲お部屋に飾ってみませんか

11
月
24
日（
水
）

▽
コ
ー
ス
・
時
間

①
「
筆
ま
め
」
と
「
画
像
処
理
ソ

フ
ト
」
で
写
真
入
り
年
賀
状
づ
く

り
・
午
後
２
時
〜
５
時

②
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
トAcces

s2007

の
基
礎
・
午
後
５
時
30
分

〜
８
時
30
分

商
工
会
会
議
室

15
人
（
先
着
順
）

▽
講
師 

天あ
ま

埜の　

裕ひ
ろ
し

氏

会
員
千
円
、
一
般
２
千
円

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
詳
細
は
商
工

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
ま
た
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

　

リ
ー
ス
と
は
一
味
違
っ
た
大
人

っ
ぽ
い
ス
ワ
ッ
グ
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
を
作
り
ま
す
。

12
月
１
日（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ
（
大
丸
118
の

５　

川
崎
街
道
東
長
沼
交
差
点

市
内
小
規
模
事
業
者

11
月
26
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

（
30
分
単
位
）

商
工
会
小
会
議
室

６
事
業
所
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
と
な
り
ま
す
）

日
本
政
策
金
融
公
庫
八
王
子
支

店
融
資
担
当
者
に
よ
る
融
資
の
個

別
相
談
会

無
料

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
要
予
約
）。

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ

ク
リ
ス
マ
ス　

ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
フ
ラ
ワ
ー
講
習

開
催
し
ま
す

融
資
個
別
相
談
会

　

こ
の
度
、
遺
族
の
方
が
年
金
と

し
て
受
給
す
る
生
命
保
険
金
の
う

ち
、
相
続
税
の
課
税
対
象
と
な
っ

た
部
分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
の

課
税
対
象
に
な
ら
な
い
と
す
る
最

高
裁
判
所
の
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
年
金
に
係

る
税
務
上
の
取
り
扱
い
を
改
め
る

こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成

17
年
分
か
ら
平
成
21
年
分
ま
で
の

南
）10

人
（
先
着
順
）

２
千
円

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
要
予
約
）。

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ　

☎
377
・

６
５
４
６

▽
募
集
学
科 

幼
稚
部
＝
３
歳
〜

５
歳
児
、
高
等
部
＝
普
通
科
及
び

理
療
科
（
は
り
き
ゅ
う
マ
ッ
サ
ー

ジ
師
養
成
課
程
）

都
内
在
住
で
、
視
覚
障
害
の
あ

る
方

▽
入
学
相
談 

幼
稚
部
・
高
等
部

普
通
科
＝
平
成
23
年
１
月
27
日

（
木
）、
高
等
部
理
療
科
＝
平
成
23

年
１
月
26
日（
水
）・
27
日（
木
）

※
願
書
は
11
月
上
旬
か
ら
配
布
し

ま
す
。

※
幼
稚
部
で
は
０
歳
児
か
ら
の
教

11
月
28
日（
日
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

府
中
公
園
（
京
王
線
府
中
駅
北

側
徒
歩
８
分
）

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
、
府
中
市
中
央
文

化
セ
ン
タ
ー
に
て
文
化
公
演
、
展

示
を
行
い
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

チ
マ
・
チ
ョ
ゴ
リ
友
の
会　

代

表　

松
野　

☎
090
・
３
０
８
５
・

７
５
５
７

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
東
京
主
管

事
務
所
多
摩
支
所
は
、
国
立
市
か

ら
府
中
市
に
移
転
し
ま
す
。

▽
新
住
所　

府
中
市
朝
日
町
３
の

16
の
22
（
京
王
線
飛
田
給
駅
北
口

下
車
徒
歩
13
分
）

▽
新
電
話
番
号 

☎
042
・
358
・
１

４
１
１

▽
新
フ
ァ
ク
ス
番
号　

042
・
358
・

１
４
１
２

▽
業
務
開
始
予
定
日　

12
月
６
日

（
月
）か
ら

軽
自
動
車
検
査
協
会
東
京
主
管

肢
体
不
自
由
教
育
＝
12
月
16
日

（
木
）午
前
９
時
50
分
〜
11
時
、
知

的
障
害
教
育
＝
12
月
16
日（
木
）午

前
９
時
50
分
〜
11
時
30
分

※
開
始
時
間
の
15
分
前
よ
り
受
け

付
け
ま
す
。

都
立
多
摩
桜
の
丘
学
園
（
多
摩

市
聖
ヶ
丘
１
の
17
の
１
）

※
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

▽
交
通 

永
山
駅
よ
り
聖
ヶ
丘
団

地
行
き
・
聖
蹟
桜
ヶ
丘
行
き
バ
ス

乗
車
（
約
５
分
）「
桜
ヶ
丘
公
園

西
口
」
下
車
１
分

学
部
の
教
育
概
要
説
明
、
質
疑

応
答
、
学
部
の
授
業
見
学
な
ど

　

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
一
環

と
し
て
毎
年
恒
例
の
バ
ザ
ー
を
開

催
し
ま
す
。
収
益
は
全
額
を
稲
城

の
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の

事
業
費
と
し
て
活
用
し
ま
す
。
皆

様
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

11
月
27
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

稲
城
第
一
中
学
校
体
育
館
及
び

福
祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

開
催
し
ま
す

歳
末
た
す
け
あ
い
バ
ザ
ー

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

模
擬
店（
焼
き
そ
ば
、焼
き
鳥
、

豚
汁
、
焼
き
い
も
、
玉
こ
ん
に
ゃ

く
、
綿
菓
子
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な

ど
）・
バ
ザ
ー
（
衣
類
、
贈
答
品
、

手
作
り
品
、
日
用
雑
貨
な
ど
）

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ご
存
じ
で
す
か

預
金
保
険
制
度

募
集
し
て
い
ま
す

　

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒

相
続
ま
た
は
贈
与
な
ど
に
係

る
生
命
保
険
契
約
や
損
害
保

険
契
約
な
ど
に
基
づ
く
年
金

の
税
務
上
の
取
り
扱
い
の
変

更
に
つ
い
て

各
年
分
に
つ
い
て
所
得
税
が
納
め

す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
そ
の
納
め
す
ぎ
と
な
っ

て
い
る
所
得
税
が
還
付
と
な
り
ま

す
。

　

お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

必
要
な
手
続
き
（
更
正
の
請
求
ま

た
は
確
定
申
告
な
ど
） 

を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
取
り
扱
い
の
変
更
の
対
象

と
な
る
方
や
所
得
税
の
還
付
の
手

続
き
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

最
寄
り
の
税
務
署
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
17
年
分
に
つ
い
て
、
早
い

方
は
平
成
22
年
12
月
末
が
還
付
で

き
る
期
限
と
な
り
ま
す
の
で
、
早

め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
受
け
取
ら
れ
た
年
金
の
受
給
権

が
相
続
税
や
贈
与
税
の
課
税
対
象

と
な
る
場
合
は
、
実
際
に
相
続
税

や
贈
与
税
の
納
税
額
が
生
じ
な
か

　

預
金
保
険
制
度
は
、
万
が
一
金

融
機
関
が
破
た
ん
し
た
場
合
に
、

預
金
者
な
ど
の
保
護
や
資
金
決
済

の
履
行
の
確
保
を
図
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
信
用
秩
序
を
維
持
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

預
金
保
険
制
度
の
対
象
と
な
る
預

金
な
ど
の
範
囲
に
つ
い
て

　

預
金
保
険
制
度
に
よ
り
、
当
座

預
金
や
利
息
の
付
か
な
い
普
通
預

金
な
ど
（
決
済
用
預
金
）
は
、
全

額
保
護
さ
れ
ま
す
。

　

定
期
預
金
や
利
息
の
付
く
普
通

預
金
な
ど（
一
般
預
金
な
ど
）は
、

預
金
者
１
人
当
た
り
、
１
金
融
機

　

入
校
と
同
時
に
、
通
信
制
高
校

に
入
学
し
、
高
等
学
校
の
普
通
科

と
同
等
の
教
育
を
受
け
、
併
せ
て

技
術
陸
曹
と
し
て
必
要
な
防
衛
基

関
ご
と
に
合
算
さ
れ
、
元
本
１
千

万
円
ま
で
と
そ
の
利
息
な
ど
が
保

護
さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
を
超
え
る
部
分
は
、
破
た

ん
し
た
金
融
機
関
の
残
余
財
産
の

状
況
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
る
た
め
、

一
部
支
払
わ
れ
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

預
金
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
詳

細
は
、「
金
融
庁
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
「
預
金
保
険
機
構
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

関
東
財
務
局
東
京
財
務
事
務
所　

☎
03
・
５
８
４
２
・
７
０
１
４

礎
学
、
各
種
技
術
の
専
門
教
育
や

各
種
訓
練
な
ど
を
受
け
な
が
ら
、

課
程
修
了
時
に
は
、
高
等
学
校
の

卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

中
学
卒
業
者
（
見

込
み
）
〜
17
歳
未
満
（
平
成
６
年

４
月
２
日
か
ら
８
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）
の
男
子

▽
受
付
期
間 

11
月
１
日（
月
）〜

平
成
23
年
１
月
７
日（
金
）必
着

▽
試
験
日 

第
１
次
試
験
＝
平
成

23
年
１
月
22
日（
土
）

※
第
２
次
試
験
は
第
１
次
試
験
合

格
者
の
み
行
い
ま
す
。

▽
合
格
発
表 

第
１
次
試
験
＝
平

成
23
年
２
月
１
日（
火
）、
最
終
合

格
＝
平
成
23
年
２
月
25
日（
金
）

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部　

府
中
募
集
案
内
所
（
府
中
市
浅
間

町
１
の
５
の
５　

航
空
自
衛
隊
府

中
基
地
内
）　

☎
042
・
365
・
５
０

１
１　

メ
ー
ル
�recruit17-tok

yo@
pco.m

od.go.jp

立
川
防
災
館
イ
ベ
ン
ト

都
立
八
王
子
盲
学
校

平
成
23
年
度

　

幼
稚
部
・
高
等
部

入
学
生
募
集

第
12
回
朝
鮮
文
化
と

ふ
れ
あ
う
つ
ど
い
＆

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

in
府
中
公
園

軽
自
動
車
検
査
協
会

　

東
京
主
管
事
務
所

　
　

多
摩
支
所

移
転
の
お
知
ら
せ

都
立
多
摩
桜
の
丘
学
園

中
学
部
説
明
会

新
米
パ
パ
マ
マ
の

応
急
手
当
講
習
会

　

赤
ち
ゃ
ん
の
病
気
や
け
が
に
対

す
る
応
急
手
当
、
心
肺
蘇
生
な
ど

に
つ
い
て
の
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。１

歳
未
満
の
初
め
て
の
お
子
さ

ん
を
持
つ
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん

12
月
11
日（
土
）

年
末
年
始応

急
手
当
講
習
会

っ
た
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

日
野
税
務
署　

☎
042
・
585
・
５

６
６
１
（
自
動
音
声
の
案
内
に
従

い
「
０
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
）

　

は
つ
ら
つ
ワ
ー
ク
稲
城
は
、
稲

城
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
す

る
シ
ニ
ア
世
代
（
お
お
む
ね
55
歳

以
上
）
の
方
の
た
め
の
就
業
支
援

セ
ン
タ
ー
で
す
。ご
自
分
の
経
験
・

能
力
な
ど
を
活
か
し
て
仕
事
を
し

た
い
方
、
時
間
を
有
効
に
活
用
し

て
働
き
た
い
方
な
ど
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事
業
主
の
方
へ

　

高
年
齢
者
の
求
人
募
集
を
無
料

で
お
受
け
し
ま
す
。
一
定
の
条
件

を
満
た
せ
ば
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

助
成
金
（
特
定
求
職
者
雇
用
開
発

助
成
金
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
所
在
地 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
開
所
日 

月
〜
金
曜
日（
祝
日
・

お
仕
事
を
お
探
し
の
方
へ

あ
な
た
の
就
職
を
応
援
し
ま
す

は
つ
ら
つ
ワ
ー
ク
稲
城

（
無
料
職
業
紹
介
所
）

年
末
年
始
は
除
く
）

▽
時
間 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
問
い
合
わ
せ 

は
つ
ら
つ
ワ
ー

ク
稲
城　

☎
379
・
１
３
３
３

午
前
10
時
〜
11
時
頃

10
組
（
先
着
順
）

無
料

来
館
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
12
月
１
日（
水
）か

ら
受
け
付
け
ま
す
。

※
毎
月
第
２
土
曜
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

誤
飲
、
入
浴
中
の
事
故
な
ど
、

年
末
年
始
に
起
こ
り
や
す
い
内
容

を
中
心
と
し
た
応
急
手
当
講
習
、

心
肺
蘇
生
な
ど
の
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

12
月
４
日（
土
）

午
前
10
時
〜
11
時
頃

30
人
（
先
着
順
）

来
館
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

◆
共
通
事
項

立
川
防
災
館
（
JR
立
川
駅
北
口

の
り
ば
か
ら
バ
ス「
立
川
消
防
署
」

都
立
多
摩
桜
の
丘
学
園　

☎
042・

374
・
８
１
１
１
、

042
・
372
・
９

４
８
０

下
車
）東

京
消
防
庁
立
川
都
民
防
災

教
育
セ
ン
タ
ー
（
立
川
防
災
館
）　

☎
042
・
521
・
１
１
１
９

育
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

都
立
八
王
子
盲
学
校　

☎
042
・

623
・
３
２
７
８

さ
い
。

事
務
所
多
摩
支
所　

☎
042
・
525
・

４
３
６
０
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広報いなぎは再生紙を使用しています。

health
        meter
health
        meterヘルスメーターヘルスメーター

小児の新型インフルエンザについて

第2部No.330第2部No.330

▽問い合わせ　稲城市保健センター
☎378-3421

胃がん検診希望
１．受診日　12月18日（土）
　 会場　保健センター
２．住所
３．氏名（フリガナ）
４．生年月日（年齢）
５．電話番号
６．前回検診年月日
　（分かる範囲で）

▲申込記入例

2歳児歯科
健康診査希望

１．健診日　12月１日
２．幼児氏名（フリガナ）
３．保護者氏名
４．幼児生年月日
５．住所
６．電話番号

▲申込記入例

11月15日～30日11月15日～30日

※予約が必要な相談は、午前８時30分から午後５時まで予約を受け付けます（予約受
付日は各相談によって異なります）。
※経済課の相談は、電話（☎378－2286）で予約を受け付けます（先着順）。 
※消費者相談は、電話（☎378－3738）でも相談できます。
※福祉センターの相談は、電話(☎378－3366)で予約を受け付けます。
※11月24日（水）の不動産相談は、11月22日（月）に予約を受け付けます。
※12月１日（水）の住宅リフォーム相談は、11月25日（木）まで予約を受け付けます。

11／15 月 消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

16 火

定期健康相談 ９時～11時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
くらしの書類作成相談 １時30分～４時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

17 水

１歳６カ月児健康診査（平成21年４月生まれ） 保健センター
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
心配ごと相談 10時～正午 福祉センター
女性の悩み相談 10時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
住宅リフォーム相談 １時30分～４時30分（予約終了） 経済課消費生活係
高齢者・障害者の法律相談 １時30分～４時30分（予約随時） 福祉センター
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

18 木

３歳児健康診査（平成19年10月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
税務相談 １時30分～４時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

19 金 消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

20 土

21 日 ＋休日急病診療所　若葉台クリニック（若葉台）９時～５時　☎350－6075
＋休日薬局　　　　アイセイ薬局若葉台店（若葉台）９時～５時　☎350－6171

22 月
離乳食調理講習会（平成22年６月生まれ） 保健センター
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

23 火 ＋休日急病診療所　長峰クリニック（長峰）９時～５時 ☎350－7171

24 水

消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
不動産相談 １時30分～４時30分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 平尾出張所

25 木

１歳児歯科健康診査（平成21年10月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

26 金
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
人権・身の上相談 １時30分～４時30分（前日までに予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

27 土
休日窓口　８時30分～正午・午後１時～５時
　　　　　市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、納税課
女性の悩み相談 10時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係

28 日 ＋休日急病診療所　簡野クリニック（平尾）９時～５時 ☎331－8570
＋休日薬局　　　　ヒロタ薬局平尾店（平尾）９時～５時 ☎331－2796

29 月 消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

30 火

３カ月～４カ月児健康診査（平成22年７月生まれ） 保健センター
定期健康相談 ９時～11時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～５時 保険年金課年金係
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科
健
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診
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平
成
21
年
春
か
ら
世
界
的
大
流

行
と
な
っ
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１
）
を
振
り
返

っ
て
み
ま
す
と
、
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
は
違
う
特
徴
が
い
く

つ
か
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

罹か
か

っ
た
時
の
症
状
は
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、

突
然
の
発
熱
や
咳
、
咽の

ど

の
痛
み
、

だ
る
さ
、
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
や
頭

痛
で
し
た
。
や
や
違
っ
て
認
め
ら

れ
た
の
が
、
下
痢
や
嘔お

う

吐と

と
い
っ

た
胃
腸
の
症
状
で
し
た
。
大
多
数

の
方
（
約
97
％
）
が
軽
症
で
、
数

日
の
う
ち
に
回
復
す
る
の
が
特
徴

で
す
。

　

特
に
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
違
っ
て
認
め
ら
れ
た
の
が
、
呼

吸
障
害
で
し
た
。
昨
年
盛
ん
に
注

意
喚
起
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
慢

性
呼
吸
器
疾
患
や
糖
尿
病
の
持
病

が
あ
る
方
が
重
症
化
し
や
す
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
実

際
の
統
計
を
み
る
と
、
小
児
の
死

亡
例
の
う
ち
基
礎
疾
患
が
な
か
っ

た
方
が
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
を
上

回
っ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
基

礎
疾
患
が
な
い
方
で
も
油
断
し
て

は
い
け
な
い
と
い
う
事
で
す
（
呼

吸
障
害
と
い
う
の
は
、
呼
吸
が
速

く
な
っ
た
り
、
息
が
し
づ
ら
く
な

っ
た
り
す
る
こ
と
で
す
。
乳
幼
児

で
は
、哺ほ

乳に
ゅ
う

が
悪
く
な
っ
た
り
、

不
機
嫌
に
な
っ
た
り
、
呼
吸
が

浅
く
早
な
っ
た
り
、
鼻
孔
が
息

を
す
る
た
び
に
膨
ら
ん
だ
り
、

首
や
胸
、
肋ろ

っ
こ
つ骨
の
間
や
お
腹
の

上
あ
た
り
が
息
を
す
る
た
び
に

凹
ん
だ
り
し
ま
す
）。

　

呼
吸
障
害
は
、
５
歳
か
ら
８

歳
の
方
に
多
く
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が
発
熱
か

ら
１
日・
２
日
以
内
に
症
状
が

進
行
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
熱
が

出
始
め
た
時
に
は
通
常
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
だ
け
で
あ

っ
て
も
、
数
時
間
後
に
は
呼
吸

困
難
が
始
ま
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
現
代
の
医
療
で
は
こ
う
い

っ
た
呼
吸
障
害
が
出
る
タ
イ
プ

の
方
と
、
出
な
い
タ
イ
プ
の
方

を
区
別
し
て
診
断
す
る
方
法
は

ま
だ
見
つ
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
早
期
に
医
療
機
関
を
受

診
し
た
か
ら
と
い
っ
て
油
断
せ

ず
に
、
自
宅
で
も
症
状
の
変
化

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
２
０
１
０

－

２
０

１
１
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
中
に
は
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ

１
Ｎ
１
）
も
混
合
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
予
防
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
乳
幼
児
の
多
く
は
家

族
か
ら
感
染
し
ま
す
の
で
、
お

子
さ
ん
の
い
る
ご
家
庭
で
は
本

人
だ
け
で
な
く
同
居
し
て
い
る

兄
弟
や
両
親
も
予
防
接
種
を
受

け
、
う
つ
さ
な
い
よ
う
に
す
る

と
良
い
で
し
ょ
う
。

稲
城
市
医
師
会　

清
水　

マ
リ

子

▽
対
象 

昭
和
51
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
の
方
（
原
則
１
年
度
に

１
回
の
受
診
）

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、治
療
中
・

妊
娠
中
の
方
を
除
く
。

▽
受
診
日 

12
月
18
日（
土
）

▽
時
間 

午
前
７
時
45
分
〜
正
午

▽
会
場 

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
定
員 

50
人
（
抽
選
）

▽
検
査
方
法 

バ
リ
ウ
ム
に
よ
る

胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
検
査

▽
受
診
料 

１
３
３
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は
440
円
（
保

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

▽
受
診
料
の
免
除　

次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方　

①
生
活
保
護

受
給
世
帯
の
方　

②
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方　

③
中
国
残
留
邦
人

な
ど
の
方

※
受
診
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法 

申
込
記
入
例
を
参

照
の
う
え
、
は
が
き
、
封
書
、
電

子
申
請
サ
ー
ビ
ス
（

https://
w
w
w
.e-tetsuzuki99.com

/
tokyo/

、
携
帯
電

話
か
ら
は
下
の
バ

ー
コ
ー
ド
）、
窓

口
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
は
、「
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ⇒

く
ら
し
の
情
報

⇒

手
続
き
・
届
け
出⇒

電
子
申
請

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
か
ら
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
申
込
期
限 

11
月
22
日（
月
）必

着※
抽
選
結
果
は
受
診
日
の
10
日
前

ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

　

妊
娠
中
の
口
の
中
は
、
想
像
以

上
に
変
化
を
し
ま
す
。
こ
れ
を
機

会
に
、
歯
と
お
口
の
健
康
、
食
生

活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
家

族
の
健
康
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

▽
対
象 

市
内
在
住
で
、
健
診
日

妊
娠
16
〜
27
週
の
方

▽
健
診
日 

12
月
３
日（
金
）

▽
受
付
時
間 

午
後
１
時
30
分
〜

２
時

▽
会
場 

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
募
集
人
数 

20
人
（
先
着
順
）

▽
内
容 

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科

健
康
診
査
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

個
別
相
談

▽
持
ち
物 

母
子
健
康
手
帳
、
歯

ブ
ラ
シ

▽
申
込
方
法 

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

歯
医
者
さ
ん
で
歯
科
健
康
診
査

を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん
や
、

食
べ
方
が
気
に
な
る
お
子
さ
ん
を

対
象
に
歯
科
健
康
診
査
を
実
施
し

ま
す
。

▽
対
象 

平
成
20
年
11
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

▽
健
診
日 

12
月
１
日（
水
）

▽
受
付
時
間 

午
前
９
時
20
分
〜

10
時
30
分

▽
会
場 

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容 

歯
科
健
康
診
査
・
個
別

相
談
（
食
事
や
歯
み
が
き
の
事
な

ど
）

▽
持
ち
物 

母
子
健
康
手
帳
、
歯

ブ
ラ
シ
、コ
ッ
プ
、ハ
ン
ド
タ
オ
ル

▽
申
込
方
法 

申
込
記
入
例
を
参

照
の
う
え
、
は
が
き
、
封
書
、
窓

▽
期
日 

12
月
７
日（
火
）

▽
時
間 

午
前
10
時
30
分
〜
午
後

１
時
30
分

▽
会
場 

第
二
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
定
員 

20
人
（
先
着
順
）

▽
内
容 

チ
キ
ン
フ
リ
カ
ッ
セ
・

エ
ビ
の
ゼ
リ
ー
寄
せ
・
ア
ッ
プ
ル

ケ
ー
キ
他

▽
持
ち
物 

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾き

ん

、

筆
記
用
具

※
家
庭
で
作
っ
た
味
噌
汁
の
塩
分

濃
度
測
定
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

具
な
し
の
味
噌
汁
50
㏄
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

▽
費
用 

無
料

▽
主
催 

健
康
な
食
事
づ
く
り
推

進
員

▽
申
込
方
法 

保
健
セ
ン
タ
ー
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限 

12
月
３
日（
金
）

▽
対
象 

一
般
市
民
、
関
係
者

▽
期
日 

12
月
13
日（
月
）

▽
時
間 

午
後
２
時
〜
４
時

▽
会
場 

日
野
市
生
活
・
保
健
セ

ン
タ
ー
１
階
（
日
野
市
日
野
本
町

１
の
６
の
２
）

▽
定
員 

80
人
（
先
着
順
）

▽
講
師 

菊き
く

本も
と　

弘ひ
ろ

次つ
ぐ

医
師
（
駒

木
野
病
院
院
長
）

▽
共
催 

日
野
市
障
害
福
祉
課
・

健
康
課
、
南
多
摩
保
健
所

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ（
個
人
情
報
）を
保
管
・
集
計
し
、今
後
の
健
康

づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。な
お
、個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人
情
報

保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
206
・
0804
稲
城
市
百
村
112
の
１

☎
378
・
３
４
２
１

み
ん
な
の
健
康

み
ん
な
の
健
康

▽
申
込
方
法 

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限 

12
月
９
日（
木
）

口
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限 

11
月
26
日（
金
）必

着

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

南

多
摩
保
健
所　

☎
042
・
371
・
７
６

６
１


